
 
 

広島空港における計器着陸装置（ＣＡＴ－Ⅲ）の運用再開 
及び空港利用の促進について 

 
１ 要 旨 

４月１４日に発生したアシアナ航空機事故で破損した計器着陸装置（ＣＡＴ－Ⅲ）の運用再開時期が

明らかとなった。県としても，空港の利用促進に引き続き取り組む。 

  

２ 運用再開時期等について 
 

時 期 事  項 

４月１４日 アシアナ航空機事故により計器着陸装置（ＣＡＴ-Ⅲｂ）が破損 

５月５日 仮設機材により，計器着陸装置（ＣＡＴ-Ⅰ）を仮復旧 

８月上旬～ 

   ９月上旬 

広島空港での設置作業～飛行検査等の後，計器着陸装置（ＣＡＴ-Ⅰ）での運

用開始 

９月 15 日 計器着陸装置（ＣＡＴ-Ⅲａ）運用再開 

９月 19 日 計器着陸装置（ＣＡＴ-Ⅲｂ）運用再開予定※ 

※ ＣＡＴ－Ⅲｂの運用再開は，機器の作動状況を確認する必要があることから，日時が変更となる場合がある。 

 

        【参考】 計器着陸装置の運航条件 

区  分 
着陸最低運航条件（気象条件） 

備 考 
決心高（ＤＨ）※1 滑走路視距離（ＲＶＲ）※2 

ＣＡＴ－Ⅰ    60ｍ以上 550ｍ以上 ～9 月 14 日 

ＣＡＴ－Ⅲａ 設定なし 200ｍ以上 9月 15日 

ＣＡＴ－Ⅲｂ 設定なし 100ｍ以上   9月 19日予定 

※1 決心高（ＤＨ：Decision Height）とは，着陸を判断するために必要な地上から航空機の高さ 

      ※2 滑走路視距離（ＲＶＲ：Runway Visual Range）とは，滑走路から着陸する航空機までの視界距離 

 

３ 空港利用促進に向けた取組 
(１)新規路線誘致に向けた取組（平成 27年度の新規就航（予定）） 
 

路線 航空会社 運航便数等 運航開始日等 

広島⇔香港 香港ドラゴン航空 ２往復／週（木・日） Ｈ27.08.16～ 

広島⇔香港 香港エクスプレス航空 ２往復／週（火・土） Ｈ27.10.27～（予定） 

広島⇔札幌 エア・ドゥ １往復／日 H27.10.25～（予定） 

※これにより，国内就航先：5 路線，海外就航先：5 路線となる。 

 

(２)利用促進に向けたＰＲ等 

アシアナ航空機事故後，回復が遅れている利用者数の増へ向け，今後は，「空港施設の完 

全復旧」を前面に打ち出し，次のとおり取り組む。 

① 広島空港利用促進キャンペーン 

・ ６月補正により，豪華プレゼントが当たる「広島空港 GＯGＯキャンペーン」，新聞広告， 

「広島空港から，どこへ行こう。」チラシによるＰＲ，タブロイド紙でのタイアップ， 

ブックカバー・しおり広告などを実施中 

・ 切れ目ない広報活動へ向け９月補正予算計上予定 

② 新規国際定期路線の定着へ向けた取組 

・ １０月開設予定の香港路線の定着へ向け，立ち上がり支援 （９月補正予算計上予定） 
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